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１　研究の背景
　学習指導要領（平成 29 年告示）では，育成を目
指す資質・能力の 3 つの柱が示され，第 1 章（総則）



































Rubric-Based English Teaching Practice and Performance Assessment
− To Promote Students’ Confidence and Teacher Collaboration −
TAKAI Kazuo, OKAZAKI Hiroyuki
　本研究の目的は，ルーブリックを活用した学習活動とパフォーマンス評価を通して，学習者の英語スピーキング能力



































































































































































































は 1 学期中間考査後（5 月中旬）と期末考査前（6
月下旬），2 学期末考査前（11 月下旬）であった。



















































































は 5 月下旬の評価と 11 月末の評価を比較した。観
点 B について，2 学期に指導上の理由から評価の
観点（「アイコンタクト」から「発音・イントネー





t(118)=-2.79，p < 0.01，観点 B「アイコンタクト」
は t(118)=-6.95，p < 0.01 であり，両者の平均値の




（69.0%），2 学期は 100 名（85.5%）であった。
　図 5.1 と図 5.2 は授業アンケートにおける学習者
の回答を KH Coder を用いて図式化したものであ






























































































































を実施した。対象は 2 学年 40 名（男子 24 名，女子













































　教員 B は 11 月から，筆者が HOPE のスピーキ
ングにおける評価を参考として作成したルーブリッ














































　最後に教員 C の取り組みについて述べる。教員 C
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